
（様式第１号）

令和　　　年　　　月　　　日

（宛先）富山市長

推薦団体（推薦者）

住所

記載担当 連絡先（TEL　　　　　　　　　　　　　）

組合員数　　　　　　人（内　５０歳以上組合員数　　　　　人）

次のとおり推薦します。

勤務先名

勤務先住所

（自宅電話　         　　－　　　　        　）
勤務先電話

 職業

　　　　年　　月 ～

年　  　月 （　  　年　　月～　  　年　　月）

　　　　年　　月 ～

年　  　月 （　　  年　　月～　　  年　　月）

　　　　年　　月 ～

年　  　月 （　  　年　　月～　  　年　　月）

　　　　年　　月 ～

年　　  月 （　　  年　　月～　  　年　　月）

年 月 年 月

団体名
代表者名

年　　月　　日

　生　年　月　日

歳

主要経歴従事期間従事先

従
　
　
　
事
　
　
　
歴

氏名

職種

主な表彰歴（表彰名）

現住所 富山市

〒

※免許・資格、主な表彰歴については、技能に関するもの、及び、推薦に際して特に参考になると思
われるものを記載してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面あり）

富山市技能勤労者表彰推薦書

ふりがな

免許　・　資格

満年齢
（11月23日現在）

取得年月 表彰年月



職種、技能の水準、範囲、特徴、他との比較等
専門用語には補足説明を入れてください

②他の模範となる事項（功績・貢献・後進の指導育成等）

　※富山市技能勤労者選考には、この推薦書を原本として利用しますので、内容が明確
にわかるよう正確かつ詳細に記述してください。

　　　推　薦　理　由　（　具　体　的　か　つ　詳　細　に　）

①技能の概要



（様式第１号）

令和　７年　７月　３０日

（宛先）富山市長

推薦団体（推薦者）

富山市新桜町７番３８号

富山市○○協同組合

立山　一郎 （押印は不要です）

次のとおり推薦します。

勤務先名

勤務先住所

勤務先電話

 職業

S51年 4月 ～ 富山市○○組合連合会理事

H17年 3月 （S63年4月～H16年3月）

H17年　4月 ～ 富山県○○組合会長

現在 （H17年4月～   年　月）

　　年　　月 ～

年　　月 （　　年　　月～　　年　　月）

　　年　　月 ～

年　　月 （　　年　　月～　　年　　月）

年 月 年 月

S51 4 S62 10

S61 4

記載例

444-○○○○

富山市技能勤労者表彰推薦書

住　　所

団 体 名

代表者名

ふりがな とみやま　たろう 　生　年　月　日 満年齢
（11月23日現在）

　組合員数　１００ 人（内　５０歳以上組合員数１０ 人）

　記載担当者　立山　花子 　連絡先（TEL 400- ○○○○ ）

氏名 富山　太郎 昭和29年10月1日

大工

70歳

職業訓練指導員

株式会社　神通川組

富山市○○町１番地２ 富山市○○町１２３番地

　　　　　　（自宅電話　423-○○○○ ）

〒930-○○○○

○○協会アカデミー賞

免許　・　資格
取得年月

主な表彰歴（表彰名）

現住所

建築業職種

※免許・資格、主な表彰歴については、技能に関するもの、及び、推薦に際して特に参考になると
思われるものを記載してください。

株式会社　神通川組

従事期間 主要経歴

○○建築株式会社
従
　
　
　
事
　
　
　
歴

従事先

表彰年月

一級技能建築士



記載例

職種、技能の水準、範囲、特徴、他との比較等
専門用語には補足説明を入れてください

めるなど、後進の育成指導にとどまらず業界全体の発展にも尽力している。

　住宅建築の中でも地域の気候風土に即した木造在来工法の住宅を数多く手掛

　組合の発展に関わる功績・貢献

　昭和６３年から１６年間、富山市○○組合連合会の理事を務め、平成１７年

度からは富山県○○組合会長として、会の運営の先頭に立ち、会員の技能向上

を図るとともに、組織の拡充・強化に積極的に取り組んでいる。誠実かつ温厚

②他の模範となる事項（功績・貢献・後進の指導育成等）

を向上させるべく積極的に職業訓練指導員の育成に力を入れ、○○名を指導員

として合格させている。

　さらに、○○主催の後継者育成講習会の講師や、○○協会表彰の審査員を務

にして責任感が強く、冷静沈着な判断力をもって、常に献身的に会の執行にあ

たり、会員の信頼は極めて厚い。また、趣味を活かした「野球クラブ」を発足

させ、会員相互の交流に尽力し、福利厚生面での貢献も大きい。

の指導にも力を入れており、建築技能の他にも一般社会常識など幅広い講習を

　豊富な見識から特に基本技術の習得には厳しく指導に当たるとともに、建築

んどいなくなったが、旧家のリフォームなどでは稲子加工の希望があり、氏の

優れた技術は顧客からの高い信頼を得ており、その継ぎ目の納まりは見事に定

まっている。

大工としての心構えや礼儀正しい社会人としての教養を高めるための精神訓練

優れた建築技能

通じて、若い技術者の育成に対する指導に努めている。また、監督者層の技術

　※富山市技能勤労者選考には、この推薦書を原本として利用しますので、内容が
明確にわかるよう正確かつ詳細に記述してください。

けている。特に数寄屋造りや入母屋造りには強い関心と興味を持ち、中でも座

敷の竿縁天井の稲子取り付け（竿縁天井は在来木造住宅の日本間、特に座敷に

多く取り入れられているが、天井板の重ね目に隙間が生じるのを防ぐために取

り付ける竹または木の小片（９０mm×９０mm×尖端）を稲子といい、これを天

　後進の育成指導

井板に取り付ける）や丸太長押の取り付け、床の鏡張り(床板の隙間が見えず

鏡のように床張りする)などの施行においてはその優れた技能をいかんなく発

揮している。これらの技術は難しく、最近では手加工で取り付ける職人はほと

　　　推　薦　理　由　（　具　体　的　か　つ　詳　細　に　）

　富山太郎氏は､建築大工として建築業に半世紀に亘り従事し、その間技能の

研鑚に努め、建築の分野一筋に身を投じてきた。昭和５１年には一級技能建築

士、昭和６１年には職業訓練指導員としての資格を修得し昭和６２年１０月に

は○○協会アカデミー賞を受賞するなど、下記のとおり優れた技能を有し木材

在来工法の技術に関しては業界を代表する技能者である。

①技能の概要


